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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

· 家族支援～以前、お知らせした書式に＋α（ICF、BPRS、家族に関する評価尺度）が追加されました。佐々木AOMより決裁が下りましたので、各々の受け持ちで入力をお願いします。〆切りは3/15まで。

· 雪道で道路状況、歩道状況悪くなっています。患者様の買い物付き添い、単独外出に関わらず、職員も注意してください。

＜患者様連絡事項＞

· 田名部　浩平様～本日、えんぶり見学の為、スタッフ付き添いにて外出に行かれています。精神症状、外出時の様子、疲労感等の確認・観察を行っていきましょう。

· 小笠原　禮子様～明日、八戸赤十字病院受診前に主治医、病棟管理者、御家族様にて面談を実施していく予定となっています。面談では、精査の課程ではあり、結果次第による所もありますが、今後の療養環境も含めて話を進めて行く予定です。本日、その旨、御家族様へ連絡した所、長女様は仕事に行かれたとの事でしたので、準夜帯にて電話連絡お願いします。

· 金沢　洋子様～本日の身辺整理にて不要な衣類等まとめましたので、御家族様来院時、返却をしましょう。周知お願いします。

＜要注目患者様＞

· 小笠原　禮子様～昨日、準夜帯にてベッド上から転落したとの事で右眉上部を約1.5cm程度の裂傷を確認しています。発見時には既に止血していた為、消毒、ガーゼ保護にて経過観察としています。主治医へは連絡済みです。頭部を打っていますので、バイタルサイン、意識レベルの変化がないか確認していきましょう。又、転倒、転落においては日常的にハイリスクな状態ですので環境整備、外的、内的因子を排除すると共に本人の見守りは徹底して行っていきましょう。明日、八戸日赤病院の呼吸器内科へ他科受診予定です。今の所、発熱のある他、時折、呼吸の荒さありますが、身体症状として特変は認められていません。引き続き、身体症状は確認・観察を行っていきましょう。

· 滝田　英人様～夜間睡眠は安定しつつあり、最近では独語、空笑はそれ程目立ってはいません。しかしながら、表情の冴えなさはあり、体調に関して具体的には伝えず、不調を訴えているような状況です。昨日は午前中のプログラムは不調を訴え、欠席していましたが、本日は日課・プログラムは支障なく取り組む事はできています。引き続き、夜間睡眠状況、身体、精神症状の観察・確認を行っていきましょう。精神症状の出現によっては他者とのトラブルになる可能性はあるので、注意はしていきましょう。

· 大上　なみ様～本日は、落ち着きのなさ見られ気分高揚さが伺えています。都度介入していますが改善はありません。精神症状においては「小切手･･･会社･･」等の誇大妄想や非現実的な事に関する妄想が認められています。現在は自室でノートや紙切れに数字を羅列する、といった行動化が見られていますが、今後、何かをきっかけに行動の変化が現れるかもしれません。都度、介入、行動観察は行うようにしていきましょう。

＜内科診察＞

木村　梅子様、法霊崎　恵子様、上村　みわ様の３名内科診察を行っています。特に異常はないとの事です。

＜安ヶ平Drケースカンファ＞

· 三上　勇様～腰痛の訴えあり、ハップスター１Ｐ処方となっています。訴え時には湿布

を貼り様子観察していきましょう。

＜金銭自己管理状況評価検討＞

特記事項する患者様はおりません。

・小笠原　禮子様の事故振り返り(2/20(水)準夜帯)を別紙にて実施しています。


発生事故振り返りミーティング�
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実施日�
　　　　2月　 20日　 13時45分～  14時00分　　　　�
�
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�
実施場所�
北病棟スタッフオフィス�
�
�
�
�
参加者�
中居、三浦、油津、佐々木（正）、新田、�
�
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�
発生事故内容�
右前額部に裂傷、内出血あり�
�
�
�
�
�
�
�
原因分析�
転倒、転落ハイリスクである事は承知しているが、北病棟の構造上、特に夜間はマンツーマン対応が出来ず一手遅れる。


巡視不足。


本人自身の老齢化による身体能力の低下。
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事故対策検討内容�
巡視をこまめに実施する。


療養環境の検討。
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